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二十八宿と三十番脚
翠　　　渓　　　生
　“二十八宿”とは黄道の附近に滑ひて輝く二十八群の星の集團である．元山之
れは印度に於て，天球上に其の位置を定めたもので，印度では，心宿を除いて
＝こ十七宿としたものである．漢課して昴，畢，覧，参，井，鬼，柳，星，張，
翼，珍，角，充，氏，房，心，尾，箕，（斗），牛，女，虚，危，室，貫，奎，
婁，冑と凶刃を附した．現在の星座では此等は大盟次の様になるものである．
　　邸と畢は’‘牛”，猪と蓼は“オリオン”，井は“双子”，鬼は“蟹”，柳と星と張
　　は“ヒドラ”，農は“コップ”，診は“烏”，角と充は“乙女”，氏は“天秤”，
　　房と心と尾は“蜴”，箕と斗は“射手”，牛は“山羊”，女と虚は“水瓶”，危と
　　室と壁は“ペガソス”，奎と婁とは“アンドロメダ”，胃は“羊”．
大凶，此の二十八宿の位置は太陰の運行する位置と合致するが，之は勿論太陰
の一周天が太陽に封して27日7時間饒になる故に定めたもので，暦の作製上，
便宜の爲に案出せられたものである．
　かくて正月は室，二月置奎，三月は胃，四月は畢，五月は参，六月は鬼，七
月は張，八月は角，九月は氏，十月は心，十一月は斗，十二月は虚より各月の
朔を建てたのである．
　「大略天心名目紗」には
　　　　“二十八宿又二十八舎”
　天芯無艦二．シテ星宿ヲ以テ艦トス．是故二個月ノ行度五星ノ運歩ヲ算計スル
　昌皆二十八宿ノ星度ヲ測窺シテ七畷ノ旋行力分ヲ知ルモノ也．二十八宿ノ外
　衆星共匪常二其度極ヲ去ル遠近ヲ測り定メ置テ時二取テ便トス．天ノ黄道ハ
　秤量ノ衡ノ如ク廿八宿ハ量目ノ星ノ如シ．星宿二面テ七畷運行スル分量ノ多
　少ヲ知ル者也．七曜ハ自行有テ行度伏見時々動テ齊シカラズ是ヲ緯星卜云．
　廿八宿衆星バー粒各k自行無クシテ万古座列ヲ憂ゼズ．一同二天二從ヒ附
　ス．甕夜東西昌左旋運回スル而巳．素直云ヒ宿トイフモ皆皆行道ノ騨路＝シ
　テ乱心ヲ経テ移り行クコト人ノ族行ノ如キヲ云．躍度ト云モ日月宿舎ト注意
　也．
：叉「天纒或問」には
　赤道李分南北．以爲東西経行之準，黄道丁丁赤道上，爲太陽行度，今以経星
　麗黄赤二道界者，圖之則知黄赤道麗天位分
とある．
　二十八宿も，「天経或問」や「天學名目紗」の如く考へらるれば先づ以て無難
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ではあるが，之と日月五星とのコンビネ1シヨンを作出して，吉凶の判断の材
料とする等は，謬想の甚しいものである．併し，途には脆逸して，此の星宿を
夫々の紳に配し，崇＃するに至った．古代人が天罷讃仰の上から信仰したこと
は，或る程度まで恕すべきことである．現代人といへども理學研究の結果，我
が太陽の恩恵を感謝し，之を崇拝するに吝ではない．遊星運行の位置を今も天
蜴宮……等々十二宮に配するが如き，昔時の名を保存してみる其の一例とも見
るべきか？
　さて，二十八宿に歳星（木星），太白（金星），榮惑（火星），北辰（北極星）の四
星を加へて合計三十二となし，之を東西南北に各八つづL配し，三十番神とし
て（實は三十二殉天地四方の守護神として信仰せらるしに至った．即ち
　「東宮八脾」
　　歳星林　角星紳　尤宿紳　氏宿紳　虜宿紳　心宿聯　尾宿乖申　箕宿紳
　「西宮八紳」
　　太白紳　奎宿神　婁宿神　胃宿神　昴宿紳　畢宿神　皆四神　参宿神
　「南宮八憩」
　　曳網紳　井宿神　鬼宿神　柳宿神　星宿神　野宿神　畢宿神　紛宿碑
　「三宮八型」
　　辰星紳　斗宿紳　牛宿神　女宿神　虚宿神　危宿神　室宿神　壁宿紳
以上の神’々は天地四方守護の任務を負はせられ，假令へば歳星即ち木星は木咀
神（久久能智神），太白神印ち金星は金祀示申1焚惑神部ち火星は火神といふやう
　こ，其他の神々にも，山川：草木禽獣虫魚江1繕海洋に至るまで、夫々分旙守討せ
らるL．風雨雷電や時刻までをも護らせ給ふに至っては，用意周到の程お察し
申上げる．
　‘‘三十番神”の信仰が二十八宿と關係を保持しつN，我國ではかなり古V・時代
から（少くも卒安朝以前から），昭和の現代に至るまで綴檀せられ，ネオン・ラ
イトの照明の下に，料亭や蕎萎平等の軒先に“三十番示申”と風雅な文宇で書v、
た赤V・圓形の大提燈が吊されてみる．併し之にも攣遷があって，近頃は“御伸
燈”と書くやうになって，其の文字の傍に金比羅さんや稻荷さんの紋所が描か
れてみる．
　所が，二二では古代より凡そ十種の“三十番乖申”があって，神様には攣りは
ないが，其の御役目には少々攣った所がある．
　　1．天地擁護の三十番示申………東西南北に配祀す．
　2，内侍所の三十番神…………四方に配祀せす．
　3．玉城守護の三十番神………左は青龍，右は白虎，前は朱雀，後は玄敏の
　　　　　　　　　　　　　　　四方に配祀す．
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5
???
我國守護の三十番示申一一
禁闘守護の三十番i＊・・
??????
十一日
十三日
十五日
十七日
一卜九日
廿一日
廿三日
廿五日
廿七日
廿九日
…・…V紳地祇で，夜司と素謡との如く封偶する
　　故，實は“六十番神”．
…・… ﾆれこそ全く日本化して，我國内の諸國に鎭
　　座の諸神中より三十柱を選出して，而も日々
　　更訂に御守護を願ふのである．帥ち
熱田大明神（尾張熱田）
廣田大明紳（娠津廣田）
i氣多大明神（能登　　）
北野天主宮（1［峨京都）
貴船大明紳（山城西山）
八幡大明紳（山城男山）
；松尾大明神（01城西山）
春日大明神（大和奈良）
大上ヒ叡槻（近江坂本日吉戯曲來殿）
聖眞子襯僻麓）
二子襯（近江坂本村牛尾紳肚）
佳吉大明神（撮津堺市）
サきざん
赤山大明紳（山城　　）
三上大明神（近江野洲）
みやうか
苗鹿大明神（近江雄琴）
????
?【?????
十二日
十四日
十六日
十八日
二十日
廿二日
廿四日
廿六日
廿八日
三十日
諏訪大明神（信州諏訪）
i氣比大明神（越前敦賀）
鹿島大明神（常陸鹿島）
之〔文大日L目歩巾　（ロ」城プ（原）
天照皇太紳（伊勢山田）
加茂大明神（山城愛宕）
大原野大明神（山城大原野村）
『二里予大明乖申　（山城京苛；）
・」雌概（無論麹
客人繊（近江坂本白山四神杜）
稻荷大明紳（山城伏見）
祇園大明聯（山城京都）
建部大明神（近江瀬田）
兵主神肚（近江野洲）
吉鰍嚇（縮欝
　6，法華守護の三十番・示申………前の三十杜中より大晦叡，小比叡，聖眞子，
　　　　　　　　　　　　　　　客人，入王子の五神を，順亥月初より六目づ
　　　　　　　　　　　　　　　S祀り，丁度三十となる．
　7．如法経守護の三十番示申……祭神は，禁閾守護の三十番神と大略同様であ
　　　　　　　　　　　　　　　るが，祭日は多少異ってみる．
　8．法華経守護の三十番羽撃……日蓮上人が，玉法画法冥合の理論に依り，第
　　　　　　　　　　　　　　　五のものと同神を祭祀したものである．
　9．仁王経守護の三十番示申…一一一仁王熊山の主旨に依り，禁裡守護と同じき神
　　　　　　　　　　　　　　　を祭祀したのである．
　10．如法経守護の三十番紳……三十の中より十二を選び，十二支に配して祭
　　　　　　　　　　　　　　　る．
　以上は紳法家の三寸のものもあり，雨漏弘道，本地垂遊神道，佛教者等の宜
傭にも係り，人間の三幅占につけ込んで流布したものである．故に人氣三下の料
亭や蕎萎屋の軒頭の御紳燈となった所以あるである．併し，元を正せば市申秘の
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扉開き得ざり・し時代の天艦讃仰に基因してみる．・
〔附記〕こんな事を書かうとした原因は，私の佳む西宮市今津は（西隣の津門に
　挿し）上代には相當優良民族の佳レた土地で，國實指定の銅鐸が土中より出
　た所であ’り，明治維新の大改革を被ったにも拘はらす，今尚，古社寺が少く
　ない．其の中に三十番帥奉祀の村就“上野神祉”があり，北辰を祭る妙見宮
　があり，妙見宮の大提ドには北斗七星が描かれて居る等を見，更に上野林肚
　の世話方から，示申職でもない私に論明を請はれたので，（詳細は省くが）こん
　なものをものした．「天界」から脱線した記事であるので，遠慮しながら綴っ
　た。
　　十歎年前會津：に遊んで，有名な贋「日新館」の阯を訪ねたことがあった．若
　松騨で倖を雇って案内を請うたが，車夫は全然何も知らない．彼虚此庵と尋
　ね廻ったが，何虚でも皆目知らない．最後に武術道：場で聞いて漸く判った．
　それは「天：文」といふ醤油醸造家の所有となって居るとの事，倖夫も“天文
　ならば”と，掲出天走り，前庭に導いて呉れた．漏壷の主人公は八十飴歳で
　猶電磁であった．玄關には竹刀や創出の防具等があったので住所が判ったこ
　とが首肯された．
　　私の目的は日新館の天文豪阯を見たいのが鼠的であったので，早速案内を
　願った．弓庭には妙見宮が祭られてあった．
　　最後に，會津が生みし碩學新城先生を偲び，更に其の高弟として，限田田
　上高に因縁深い山本博士の前途の光明を祀温したい．
質　　疑　　磨　　答
問ひ・“短週期攣星”等の親測を記録するに當り，ユリウス通日を小敷黙以上3
　位まで記す時，真心時に補正しなければならないとの事であるが，之れは如
　何にして’補正は出臨ませうかア　出島るだけ簡直な計簡法を御教へ下さV・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（XY）
答へ地心時から日心時へ導くためには，一般に下の式があります：
　　　　　　　　　　　　　　　　　（日心時）＝（地心時…）一8。308×Rc・s　tS　COs（◎一λ）・一…・・…・…（1）
但し，こsで，Rは地球から太陽までの距離（天文輩位で表はす）で，普通の
天爵暦や天’文年鑑にあります．又，βとλとは攣尾の黄緯と黄経です．爾ほ，
◎は太陽の黄経です．
　◎とRとは一年の季節のみに二二するもので，総ての星に共通ですから，（1）
の式は，次の表を用みると，極めて簡輩に計算出來ます．
